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国民健康保険事業・公費助成医療の適正な運営を図る
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　国民皆保険制度を維持し、持続可能な国民健康保険を運営するために、国民健康保険特

別会計で不足する財源について一般会計で繰出金を予算措置し、国民健康保険事業特別

会計へ繰り入れることで安定的運営を図る。

【平成23年度の繰出金の内容】

　法定分

　　・保険基盤安定（低所得者に対する保険税軽減相当額を繰出すもの）　　403,119,606円

　　　　 保険者支援分　国1/2　　35,326,023円　　保険料軽減分　国1/2　　 　　　　　　　0円

　　　　　　　　　　　　　 　県1/4　　17,663,011円　　　　　　　　　　　　県3/4　　　249,350,670円

　　　　　　　　　　　　　 　市1/4　　17,663,012円　　　　　　　　　　　　市1/4　　　 83,116,890円

　　・出産育児一時金（出産育児一時金の支給基準額の2/3を繰出すもの）　 64,446,572円

　　・職員給与費等（国民健康保険事業の事務執行経費を繰出すもの）　　　  91,793,755円

　法定外分

　　・その他繰出金　　　　750,000,000円
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※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

小牧市国民健康保険条例、小牧市国民健康保険運営協議会規則、小牧市国民健康保険税条例
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　　・その他繰出金　　　　750,000,000円

【平成24年度の繰出金の予算措置の状況】

　法定分

　　・保険基盤安定　　　　 436,963千円

　　・出産育児一時金 　　　 67,066千円

　　・職員給与費等　　　　 107,670千円

　法定外分

　　・その他繰出金　　　　 847,160千円
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　国民健康保険制度を運営していく上で、定年退職者や失業者といった低所得者の

加入割合が高いという構造的な問題や、加入者の高齢化や医療の高度化に伴う医療
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　一般会計からの繰出金は、当初予算では1,984,809千円を見込んでいたが、決算値

では1,309,359千円と675,450千円の減となった。

　これは、国民健康保険特別会計における歳入において、国・県からの負担金・補助

金、支払基金からの交付金が増（療養給付費負担金197,646千円増、財政調整交付

金301,786千円増、前期高齢者交付金238,116千円増）となり、経営努力に伴う補助金

の増も含め、財源確保に努めたことによるものと考える。
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　医療費の適正化、保険税収及び各種補助金の確保に努める。

　【具体案】

　レセプト点検による診療報酬請求の適正化、ジェネリック医薬品の利用促進による

調剤費用の適正化、口座振替推進による現年度収納率の向上
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費増加による経費の増といった保険者では解決し難い課題を抱えている。

　社会・経済情勢も今後好転が難しく、保険税の引き上げを実施するにも厳しい環境

が続くと見込まれる。

　国民健康保険制度を持続的に運営するためには、現行の仕組みの中では一般会

計からの繰出金が必要であり、社会保障と税の一体改革を始めとする制度の見直し

がなされたとしても、当面は現状維持と判断した。
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　国民皆保険制度の根幹である国民健康保険を運営するには、現在の状況を踏まえ

ると、一般会計からの繰入金が必要不可欠であり、事業を縮小・廃止すると適正な国

保運営ができなくなる。


